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（１）花粉交配用ミツバチの需給調整システムの検証について
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（３）２１年度補正予算パンフレット

（４）緊急対応型調査研究について
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資 料 １

花粉交配用みつばち不足問題の経緯

平成１９年秋 豪州からのみつばち(女王蜂)がノゼマ病が動物検疫で検

出→１１月以降、輸入途絶 （注：政府による輸入停止。

ではなく、あくまでも業者が検疫条件を満たすものを供

給できないことによる輸入途絶 ）。

平成２０年６月 「園芸作物生産における花粉交配用ミツバチの利用につ

いて （園芸課長通知）発出（供給確認等を行うよう指」

導）

平成２０年夏 北海道における大量死の報道（日本農業新聞）

平成２０年秋 業者からの供給不足の報道（日本農業新聞）

平成２１年２月 「花粉交配用ミツバチの供給不足に対する代替技術の利

用について （生産流通振興課長通知）発出（長期利用」

、 ）に向けた飼養管理 クロマルハナバチ利用の検討を指導

平成２１年４月３日 大臣記者会見

（大臣発言要旨）

○産地における不足状況を緊急調査するよう指示

○養蜂業界への依頼、新たなダニ駆除用の動物用医薬品の利用普及、他国との

家畜衛生条件の締結交渉の加速化

平成２１年４月１０日 大臣記者会見

（大臣発言要旨）

○２１都県で「現在不足している」との報告

○不足の影響を回避するため、人工受粉等の代替措置等の取組をしているが、

コスト増の懸念

○不足していない県を含め、みつばちの価格が上昇

○全都道府県を対象安定供給体制の整備のため、園芸農家のニーズと養蜂家の

供給可能量をマッチングさせる需給調整システムを立ち上げ

○アルゼンチンとの家畜衛生条件協議を加速化

○経済対策関連予算において、新たにみつばちの増殖に取り組む園芸産地に対

する支援を措置

○園芸産地の経営への影響を調査

○（株）日本政策金融公庫の農林漁業セーフティネット資金の活用、既存予算

を活用した経営支援の検討



平成２１年４月１７日 「花粉交配用ミツバチの不足に伴う産地影響状況調査

について」公表

（調査結果）

○２０都道府県から影響が認められるとの報告

○このうち、

（ ）①１６都道府県から生産コストが増加 ２千円／１０ａ～１０千円／１０ａ

②３都道府県から収量が減少

③５都道府県からうまく受粉せず奇形になったいちごの発生

と報告

平成２１年４月２１日 農林水産省ホームページで情報提供を開始

平成２１年５月１日 みつばちの増殖支援対策の公表

（支援内容）

①女王蜂及び蜂群増殖に必要な資機材の導入に関する支援

②蜜源植物の作付への支援

③生産者と養蜂家の連携強化への支援

④みつばち利用期間延長技術導入への支援

平成２１年５月１３日 みつばちの減少に関する緊急調査研究について公募を

開始

平成２１年６月１日 みつばちの減少に関する緊急調査研究の課題を決定

（研究課題等）

○研 究 課 題 我が国養蜂群の健全性の現状調査と健康状態に影響する要因

の解析

○中 核 機 関 独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構

畜産草地研究所

○研究総括者 木村 澄

○共 同 機 関 国立大学法人名古屋大学



資 料 ２

花粉交配用ミツバチの需給調整システムについて

１ 目的

ミツバチは、はちみつ等の有用な畜産物の生産のみならず、いちご、メロ

ン等果菜類などの園芸作物生産における花粉交配の手段として用いられる

等、省力化を図る上で欠かせないものとなっている。

一昨年以降、女王蜂の輸入停止が続いていることに加え、国内におけるダ

ニ被害等が原因で、働き蜂が予定どおりに確保できない事例が報告されてい

る。このような状況に対応するため、また、今後の園芸作物生産現場におけ

るミツバチの安定確保を図るためには、各都道府県内において園芸担当部署

、 。と畜産担当部署が連携を密にし ミツバチの需給調整を推進する必要がある

このため、農林水産省では、需給調整システムを立ち上げ、各都道府県に

おける、ミツバチの供給可能蜂群数及び不足蜂群数を調査し、当該都道府県

における需給を調整し、それでも、なお不足が生じる場合には、都道府県の

範囲を超えた需給の調整が可能となるよう、関係者に対して、必要な情報提

供を行うこととした。

２ 需給調整の手順（別紙参照）

① 各都道府県の園芸担当部署は、農業関係団体等の協力を得つつ、都道府

県内の園芸作物現場における花粉交配用ミツバチの不足状況を把握する。

② 各都道府県の畜産担当部署は、都道府県養蜂協会等の協力を得つつ、供

給可能な花粉交配用ミツバチの蜂群数を把握する。

③ 各都道府県は、①及び②の調査結果を基に、まずは、県内での需給調整

（調査結果の周知、県内養蜂農家等への協力依頼、県内園芸農家からの問

い合わせに対応した供給可能情報の提供等）を実施する。

④ ③による県内で需給調整を実施し、その結果により過不足する群数につ

いて農林水産省に報告する。

⑤ 農林水産省は、都道府県で調整ができない不足分について、花粉交配用

ミツバチ供給業者に情報提供するとともに （社）日本養蜂はちみつ協会、

への情報提供・協力依頼と併せて、ミツバチの供給余力のある県の情報を

不足する県に提供する。

⑥ 不足する県は、園芸農家に対し⑤の情報を伝達し、園芸農家によるミツ

バチの入手を支援する。



農林水産省
（生産局）

Ａ県

専門の
供給業者

供給可能
Ｂ県

都道府県庁

養蜂農家

園芸農家

供給可能
蜂群数の提示②

調査②

調査①
不足蜂群数
の申告①

需給調整③

県内供給過不足蜂群
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供給可能蜂
群数の提示⑤

Ａ県への
蜂群供給依頼⑤

蜂供給⑥
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蜂供給⑥

日本養蜂
はちみつ協会

情報提供
協力依頼⑤

会員への
協力依頼⑤

需給調整システム（イメージ） （別紙）



花粉交配用みつばちの不足状況に関する緊急調査（とりまとめ） 

 

平成２１年４月１０日 

生産局生産流通振興課 

 

標記に関し、各都道府県庁及び全農県本部等からの報告内容をとりまとめましたので、お

知らせします。 

 

都道府県庁及び全農県本部

等の双方から、不足してい

ると報告のあった都県（不

足がみられる作物） 

都道府県庁から、不足して

いると報告のあった県（不

足がみられる作物） 

全農県本部等から、不足し

ていると報告のあった県

（不足がみられる作物） 

東京都（イチゴ） 

神奈川県（スイカ等） 

静岡県（イチゴ等） 

石川県（スイカ等） 

栃木県（ナシ等） 

群馬県（イチゴ） 

千葉県（スイカ等） 

山梨県（イチゴ等） 

長野県（リンゴ等） 

島根県（イチゴ） 

福岡県（ナス） 

熊本県（スイカ等） 

宮崎県（スイカ等） 

山形県（サクランボ） 

福島県（イチゴ） 

茨城県（メロン等） 

三重県（イチゴ） 

兵庫県（イチゴ） 

岡山県（イチゴ等） 

香川県（イチゴ） 

鹿児島県（メロン） 

４都県 ９県 ８県 

合計 ２１都県 

※１ 上記全ての県において、不足を回避するための代替策を講じている。 

   代替策導入の例（主な導入作物） 

（１） クロマルハナバチ（イチゴ） 

（２） 人工受粉（メロン、スイカ、リンゴ、ナシ、サクランボ） 

（３） ローテーション利用（イチゴ） 

※２ 上記のほか、みつばちが不足していない県も含め複数の県から、みつばちの価格が

上昇しているとの報告もあった。 

 



園芸農家の皆様へ！

農林水産省 生産局 生産流通振興課 電話０３－３５０２－５９５８

東北農政局 生産経営流通部 園芸特産課 電話０２２－２２１－６２０７

関東農政局 生産経営流通部 園芸特産課 電話０４８－７４０－０４４０

北陸農政局 生産経営流通部 園芸特産課 電話０７６－２３２－４３１４

東海農政局 生産経営流通部 園芸特産課 電話０５２－２２３－４６２４

近畿農政局 生産経営流通部 園芸特産課 電話０７５－４１４－９０２３

中国四国農政局 生産経営流通部 園芸特産課 電話０８６－２２４－９４１３

九州農政局 生産経営流通部 園芸特産課 電話０９６－３５３－７３８８

内閣府沖縄総合事務局 農林水産部 農畜産振興課 電話０９８－８６６－１６５３

北海道農政事務所 農政推進課 電話０１１－６４２－５４１０

ミツバチの増殖を進め
て、安心して農産物の
生産ができるよう、皆様
を応援します。

お問い合わせは、お近くの農協、県庁、地方農政局へ

ミツバチ不足の解決に向けて

支援します

ミツバチが不足して、今年の秋から
心配だよ。
養蜂業者も増殖が難しいと言って
いるし・・・

このような支援も行っています。

次の対策も行っているので、活用して下さい。

① ミツバチの需給調整システムの設置

ミツバチの需給調整が行えるよう、ミツバチを供給できる県
と、ミツバチが不足している県の情報を農林水産省のホーム
ページに示しています。

http://www.maff.go.jp/j/chikusan/gijutu/mitubati/index.html

② 融資による支援

ミツバチ不足で経営が悪化した生産者の方々は、運転資金
を農林漁業セーフティーネット資金により低金利（無利子枠も
あり）で借りられます。
対象者は、所得の過半が農業所得の方、粗収益２００万円

以上の方、認定農業者です。
資金の借入手続きや現在の金利など、詳しくは最寄りの信

用農協連合会、又は、(株)日本政策金融公庫フリーコール：
０１２０－９２６－４７８（平日９：００～１７：００）、又は、各公庫
支店までお問い合わせ下さい。

花粉交配用ミツバチ 検索

経済危機対策

資 料 ３



ミツバチ不足対策で補助が受けられます！

ミツバチ不足が今後も続くと、
１０月からのイチゴの受粉がで
きるかどうか不安。

野菜・花き産地高度化緊急支援対策のうち
花粉交配用ミツバチ安定的確保緊急支援事業

農薬散布の時期
を事前にお知ら
せします。

１１月には１００箱、
お渡しできると思
います。

≪事業の要件≫

○ 事業実施主体として、
市町村、生産者団体（ＪＡ、農事組
合法人、その他農業者団体など）、
園芸農家と契約した養蜂農家
が対象となります。

○ １都道府県当たり、上限2,000万
円まで国が負担します。

○蜜源植物の作付けへの
支援

例：種子代、地代
５０万円かかれば、
５０万円を支援します。

○耕種農家と養蜂農家の連携促進
例：農薬散布時期の調整やミツバチ

供給計画の調整のための会議の開
催

１０万円かかれば、
１０万円を支援します。

○女王蜂増殖機材への支援
例：増殖機材の購入
３０万円かかれば、
３０万円を支援します。

○ミツバチ延命技術の導入への支援
例：自動給餌装置の購入
１０万円かかれば、
１０万円を支援します。

導入したミツバチが、すぐ死亡
すると、また調達に苦労してし
まう。

園芸農家のためにミツバチを増
殖したいけど、エサとなる作物
が少ない。

安心してミツバチを増殖するた
めには、前もって農薬散布の時
期やミツバチの必要量・時期を
知りたい。

こんな声が寄せられています

≪事業手続きの一般的な流れ≫

１ まず、最寄りの市町村やＪＡに
相談して下さい。

２ 市町村やＪＡで、養蜂農家も交
えて、ミツバチのリース・レンタル
比率を５ポイント以上増加させる
計画を作成して下さい。

３ 地方農政局などに相談しつつ、
事業計画を取りまとめて提出して
下さい。

なお、21年度補正予算が成立することを前提とし

て、前もって実施した取組（ひまわりの播種など）も
支援対象となります。

養蜂農家園芸農家

エサがいつもあ
るから、長生きで
きるよ。

このような補助が受けられます。












